
● 令和 7 年度 第 5 回 講演会 『1 型糖尿病』●

   講  師：県立広島病院 小児科 神野 和彦 先生

   実施日時：令和 7 年 11 月 10 日（月）14：00～15:30

   会  場：オンライン開催（ZOOM 使用） （難病対策センター）

   対 象 者：1 型糖尿病の家族、支援関係者、関心のある方

   参 加 者：養護教諭 13 名、保育士 9 名、看護師 6 名、家族 3 名、保健師 2 名、

         医師 1 名、作業療法士 1 名、栄養士 1 名、学生 1 名、不明 2 名

         （計 39 名）

担当：西部保健所

●講演内容

① １型糖尿病の基本的なお話

・診断

・治療 （インスリン注射・ポンプ）

② 低血糖時の対応

③ 持続血糖モニター（CGM）・インスリンポンプ療法の自動化

④ 小児期から成人に至るステージ別の考察

⑤ 学童期の糖尿病キャンプ

●アンケート結果より

＜参加された方の感想＞

「とても分かりやすい講演内容でした。事前質問にも丁寧に答えていただきありがとうございます。広島市内

の特別支援学級のお子さんについては、宿泊行事の際に看護師さんがついたような話を聞いたことがあります」

「貴重なご講演、ありがとうございました。病気により、大きくなってから初めて経口栄養を始める(３～５歳

児など)際にどのようにスタートすれば良いか知ることができると有り難いです」

「職場で今日の講演会のことを知りました。今年の夏、23 歳の息子が一型糖尿病を発症しました。母親の立場

としてもとても知識が増え、参考になりました。ありがとうございました」

「糖尿病の概要やポンプについて知ることができました。小学校養護教諭ですが、10 年以上ぶりに１型糖尿病

の児童を受け入れます。連携して受け入れ体制を整えたいと思います」

「小学 4 年生の女の子で、思春期で反抗したり低血糖時に太るから糖のものを食べたくないと言ったりするよ

うになりました。高血糖の際にイライラすることもあり、こちらまでイライラしてしまうこともありました。

子どもを責めず、どうしていたらいいか一緒に考えていく姿勢が大切だと分かりました」



「1 型糖尿病の診断からそれに関しての対応を具体的にお聞きすることが出来とても学びの時間でした」

「非常に分かりやすかったです。現在 1 型糖尿病のお子さんを受け持っていますが、学童期や思春期のお話をお

聞きして、これからの成長過程が理解できたので今やらないといけないことが見えてきたような感じがしま

す」

「病態から治療方法、サポートの方法まで教えていただき、とても勉強になりました。糖尿病キャンプの存在

を初めて知ってとても興味をもちました。子ども、親にとっても将来のためになる取り組みだなと思いました」

「血糖コントロールについて詳しく説明していただけたので、とても勉強になりました」

●担当者より一言

  1 型糖尿病の概要から診断、最新の治療や成長段階に応じた対応や学童期の糖尿病キャンプに至るまで大

変分かりやすいお話を頂きました。事前質問からは学校や園での対応について的確なアドバイスもいただ

き、当日オンライン参加の皆様からも多くの質問をお受けしました。今回も養護教諭など関係者からのご参

加が多数あり、疾患を持つお子さんに関心を持って現場での対応に備えて頂けるのは有難いと感じます。


